
クラスＢ直達日射計

▼ＩＳＯ９０６０：２０１８、ＷＭＯ準拠クラスＢ直達日射計

▼全天日射計との併用による太陽放射全要素の完全な概要把握

▼自動温度補償機能で長期的な高精度測定を実現

▼校正成績書標準付属

直達日射計は直達日射（Ｗ/ｍ２）を測定する測定器です。受光面は太陽

追尾装置などにより太陽光線に対して直角に位置づける必要があります。

クラスＢ直達日射計ＬＰＰＹＨＥ１６はＩＳＯ９０６０：２０１８およびＷＭＯ規格

に準じて、５°の視野角と１°の傾斜角を有しています。

動作原理はパッシブタイプのサーモパイルセンサに基づいています。

サーモパイルの受感面は艶消し黒色塗料でコーティングされており、それ

によって、直達日射計を異なる波長に対して選択的にならないようにして

います。直達日射計のスペクトル範囲は、センサをほこりや水分から保護

する機能を有するクォーツ窓によって決められます。特殊なクォーツにより、

スペクトル範囲２００ｎｍ～４０００ｎｍの非選択性測定を可能にしています。

採用されているセンサは、ＩＳＯ９０６０：２０１８がクラスＢの直達日射計に要

求する応答時間よりも速い応答時間を実現しています（ＩＳＯ９０６０：

２０１８で要求される応答時間１５秒に対して、ＬＰＰＹＲＨＥ１６は９秒未満）。

放射エネルギーはサーモパイルの黒色化された表面に吸収され、温接

点と、この場合、冷接点として働く直達日射計の筐体との間に温度差を作

り出します。この温接点と冷接点の温度差がゼーベック効果によって、電

位差に変換されます。

温度に依存する感度の変化を低減し、クラスＢの直達日射計に要求され

る仕様を満たすため、ＬＰＰＹＲＨＥ１６はパッシブな補償回路を備えてい

ます。偏差は２０℃で測定された感度から計算されます。

各センサには個別の校正成績書が付属します。

■テクニカルデータ

センサ サーモパイル

代表感度 ５μＶ/（Ｗ/ｍ２）

インピーダンス ５～５０Ω

測定範囲 ０～２０００Ｗ/ｍ２

視野角 ５°（傾斜角１°）

スペクトル範囲
（ガラスドーム透過）

２００～４０００ｎｍ（５０％）

動作温湿度 -４０～＋８０℃/０～１００％ＲＨ

出力

ＬＰＰＹＲＨＥ１６： μＶ/（Ｗ/ｍ２）
ＬＰＰＹＲＨＥ１６ＡＣ[Ｓ]： ＤＣ４～２０ｍＡ
ＬＰＰＹＲＨＥ１６ＡＶ： ＤＣ０～１Ｖ、０～５Ｖまたは０～１０Ｖ
ＬＰＰＹＲＨＥ１６[ＡＣ]Ｓ： ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ

供給電源
ＤＣ１０～３０Ｖ（４～２０ｍＡ、０～１Ｖおよび０～５Ｖ出力）
ＤＣ１５～３０Ｖ（０～１０Ｖ出力）
ＤＣ５～３０Ｖ（ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力）

接続方法
ＬＰＰＹＲＨＥ１６[ＡＣ]Ｓ以外の機種： ４極Ｍ１２コネクタ
ＬＰＰＹＲＨＥ１６[ＡＣ]Ｓ： ８極Ｍ１２コネクタ

重量 約１.５ｋｇ

ＩＳＯ９０６０準拠仕様：

１ 応答時間（９５％） ＜９秒

２
ゼロオフセット：
対室温変化応答（５Ｋ/ｈ）

＜|±３|Ｗ/ｍ２

３ａ 長期非安定性（１年） ＜|±１|％

３ｂ 非直線性 ＜|±０.５|％

３ｃ スペクトル誤差 ＜|±０.８|％

３ｄ 温度応答 ＜|±２|％

３ｅ 傾斜応答 ＜|±０.５|％

■外形寸法

■ご注文コード

ＣＰＭ１２ＡＡ４.□ ４極Ｍ１２コネクタ付片側裸線ケーブル、ＬＰＰＹＲＨＥ１６
/１６ＡＣ/１６ＡＶ用、長さ５ｍまたは１０ｍ

ＣＰＭ１２-８Ｄ.□ ８極Ｍ１２コネクタ付片側裸線ケーブル、
ＬＰＰＹＲＨＥ１６Ｓ用、長さ５ｍまたは１０ｍ

ＣＰＭ１２-８ＤＡ.□ ８極Ｍ１２コネクタ付片側裸線ケーブル、
ＬＰＰＹＲＨＥ１６ＡＣＳ用、長さ５ｍまたは１０ｍ

ＣＰ２４ ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓパラメータ設定用ＰＣ接続ケーブル
（ＲＳ４８５出力機種に対してのみ）

ＬＰＰＹＲＨＥ１６

記号なし＝アナログ出力μＶ/（Ｗ/ｍ２）
ＡＣ＝アナログ出力４～２０ｍＡ
ＡＣＳ＝アナログ出力４～２０ｍＡおよびＭｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力
ＡＶ＝アナログ出力０～１Ｖ、０～５Ｖ、０～１０Ｖ（ご注文時要指定）
Ｓ＝ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力

直達日射計には、遮光シールド、シリカゲルカートリッジ、Ｍ１２コネクタ、校正

成績書が付属します。ケーブルは別途ご注文ください。

μＶ出力  LPPYRHE16
ＤＣ４～２０ｍＡ出力  LPPYRHE16AC

ＤＣ４～２０ｍＡ＋ＲＳ４８５出力  LPPYRHE16ACS
ＤＣ０～１Ｖ出力  LPPYRHE16AV
ＲＳ４８５出力  LPPYRHE16S
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